
所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

紀

”
紀

世
半
世
葉

８
後
９
中

紀

”
紀

世
葉
世
半

・

８
中
１〇
一則

田村
川

茂原  上総国
山辺郡

山武郡大綱
白里町砂田
520他

台地  95
上

135 104 鍛冶遺構

9世紀 274 88 粘土採掘
中葉～      坑
10世紀
前半

紀
世

世
１０

７

”
紀

地台
上

網
西
松

輯
師
導

咄

山
白
字
８０

東金  上総
山辺

(

'遺跡No

80 南白
亀川

土坑

茂原  上総国
山辺郡

上総国 内
山辺郡

国
郡

総
辺

上
山

上総国 ガ
武射郡

上総国
武射郡

上総国
武射郡

上総国
武射郡

上総国 埴谷
武射郡

上総国
武射郡

90 村田 古墳時
川  代後期

台地  46
上

作田 古墳時
川  代後期

～11世
紀

8世紀 8世紀
～不明 ～不明

古墳 1 鍛治遺構  1

基壇建物  2 鍛冶遺構  1
跡 (金
堂・講堂 )

基壇建物  2
跡

基壇建物  1
跡

紀
四

”
紀

世
４
期
世

７
第
半
Ｈ

地ム
ロ
Ｌ上

山
小

芝
字

郡
田

武
山

山
町
金

地台
上

尾
０５柵枷

山
町
他

44 栗山
サ||

山武郡芝山
町山田

台地  44
上

栗山 8世紀 8世紀
川  ～不明 ～不明

山武郡成東 河岸
町湯坂   段丘

上

山武郡山武
町横宿

30 木戸 8世紀 8世紀
川  後半～ 後半～

不明  不明

8世紀 8世紀
～不明 ～不明

台地  45
上

紀

”

世
半
明

８
前
不

紀

”

世
半
明

８
前
不

田作
川

作田
ナ||

山武郡山武 台地  50 作田
町木原字鷺 上     川
山入

42 栗山
り||

21  8 古墳

地台
上

山
３４雌帥

山
町
他

7世紀 8世紀  71 11
後半～ 後半・
10世紀 9世紀

前半

山武郡大網 台地 90～ 村田 8世紀  9世紀  40 28
自里町砂田 上
字 南 中 林
439他

100 川  後半～ 前半
9世紀

茂 原 市 桂 台地  95村 田 9世紀  9世紀  9 5土 坑
840他    上     川  中葉  中葉        ´

～平安
時代

地ムロ
Ｌ上

区
辰

緑
町

市
土

葉
食
台

千
小

ケ

山武郡成東
町 真 行 寺
565他

上総国 産
武射郡
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

居
が

住
物

穴
遺

竪
教

る
仏

が
の

拡
く

に
多

３

体
ら
４０

全
か

ｏ

地
等
土

台
跡
出

具

稚癬
銃
萬

銅
＞
費

彩加
軟

二
＜
長

ｒ
□
ｒ
＜
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

墨書土器「佛」「法 サ
サ」「盛□ (佛力)」「寺」

須恵器鉄鉢形鉢 浄
瓶 脚付香炉

土師器鉄鉢形土器 青
銅製托

「□本」「山鮨南/山崚南 銅鈍 帯金具 (丸輌・
山嶋南/肘J「万□」 巡方 。鈷尾) 萬年通

費

竪穴住居跡H222か ら鉄鉢
形土器が出±。416

土師器香炉蓋 ロクロ 「草J「立城J ヘラ「×」 灯明皿 石製紡錘車線 竪穴住居跡H017か ら香炉
土師器鉄鉢形土器               刻「東・ 月 。見 。還・ 蓋 と鉄鉢形土器、灯明皿が

天・観・為」     まとまって出土。346

土師器鉄鉢形土器 「山」「園」「仲」 富寿神費 神功開賓 18号竪穴住居跡から鉄鉢形
土器 2点がまとまって出±。
337

瓦塔

雷文縁複弁八葉蓮華文・素
縁単弁十三葉蓮華文軒丸瓦

素文 。二重弧文 。重郭文
軒平瓦 丸瓦 (無段。有段 )

平瓦 (ナ デ・格子叩き 。

平行叩き 。縄叩き 。同心円
叩き 。花文叩き)

三
舎
寒
田
き
天
Ｊ

ｒ
工
ｒ
□
書
＜
大

大
瓦
土

ｒ
　
形

書
Ｊ
　
器

墨
寺
塔
師

隆平永費 南北 に並ぶ基壇 2基が発見
された。南基壇が金堂跡、
北基壇が講堂跡 と推定 され
ている。
234・ 238・ 247・ 269・ 424・

491

丸瓦 平瓦 (格子叩き。縄
叩き 。花文叩き)

ヘラ書き瓦「□総J「□作
部知最」

未調査であるが、瓦の出土
と、「金光寺」「大門J「坊作J

等の地名、平安初期の金光
寺創建伝承等が残されてい
る。 140

丸瓦 平瓦 (格子叩き。縄  (瓦塔)

口「 き)

緊急調査が実施 され、基壇
建物跡の存在が確認された。
140

有心二重圏文軒丸瓦 重郭
文軒平瓦 平瓦 (縄叩き)

瓦は表面採集資料。239

古墳時代の集落跡から基壇
1基が発見された。126・ 163軌閣諏榊

葉
デ
＞

八
ナ
段

弁
＜
無

素
瓦
＜

縁
平
瓦

文
　
丸

素
瓦

素文縁素弁八葉蓮華文軒丸
瓦 二重弧文軒平瓦 丸瓦

平瓦 (無文・斜格子叩き)

隅切 り瓦が多 く出土 した点
から八角円堂の存在が推定
されたが、詳細は不明であ
る。83

墨書土器「仏」 線刻  「徳」 朱書「奉」
土器「寺」

墨書土器「井/佛酒」
瓦塔 ロクロ土師器

鉄鉢形土器

バ
月
大
本
五
子
Ｊ
月

ｒ
力
大
ｒ
ｒ
Ｆ
不
カ

人面墨書土器「丈部真 30号竪穴住居跡等から瓦塔
次□ (召 力)代国神奉」 と鉄鉢形土器 と灯明皿がま
「罪ム国玉神奉」「国玉 とまって出土 した。333
神奉手」 墨書土器「竃
神」「上総□秋人歳神奉
進」
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立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基掘

上総国
武射郡

上総国
武射郡 辞

上総国 八田
武射郡

山武郡芝山 台地
町大台字仲 上
ノ 台6114
他

山武郡芝山 台地
町殿辺田  上

コ
Ｌ世

半
９
後

”
４２

栗山
サ||

9世紀
後半

多古  上総国
武射郡

栗山 奈良・ 不明
川  平安時

代

栗山 6世紀  8世紀  33
川  ～10世

紀

山武郡芝山 台地 40～ 栗山 8世紀  8世紀
町山田字大 上   47 川  第 3四 第 3四
門1020他           半期  半期

山武郡松尾
町太田台

”
４３

地ム
ロ
Ｌ上

古墳

基壇建物  1
跡 (金堂 )

基壇建物  3
跡 (金堂
。塔・講
堂 )

上総国
武射郡

国吉  上総国

安房古 安房国
川   平群郡

千倉  安房国
安房郡

安房古 安房国
川   安房郡

安房国
朝夷郡

下総国
葛饒郡

下総国
葛訪郡

夷隅郡岬町 低地
岩熊1555他

安房郡三芳
村増間

安房郡三芳
村府中254
1他

市川市国分
3・ 4丁 目

夷隅 8世紀
川  第 1四

半期～
中世

東金市油井 台地 62～ 真亀 7世紀  8世紀 181 47
字 作 畑224 上   66 川  後半～ 後半～
他              9世 紀 9世紀

後半

夷隅郡 僣黒農等誅)

紀
四

”

世
１
期
世

８
第
半
中

紀

”

世
半

８
後

明不・
時

良
安

奈
平
代

一戸瀬
川

”
３０

成
丘

海
段
上

稀
瑚
馳

郡
戸
２７

一房
瀬
内

安
町
ノ

丘陵  230
上

平久 不明
里り‖

館山市国分 砂堤  19 汐入 8世紀
959他    帯上    川  後半～

久
川

平
里

”
・６

岸
丘

河
段
上

円墳

紀

”
紀

世
葉
世

８

中

１１

２

紀

”
紀

世
葉
世

８
中
Ｈ
？

間真
川

地台
上

基壇建物  2
跡 (金堂
。講堂 )

市川市国分 台地  25 真間 8世紀 8世紀
5丁 目   上     川  中葉～ 中葉～
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

墨書土器「寺町」

墨書土器「寺」

平瓦 (縄叩き) 墨書土器「小金山寺」
「小金寺」

小金台廃寺跡 と山田廃寺跡
に隣接する竪穴住居跡から
寺銘墨書土器が出土 した。
453

竪穴住居跡 とグリッドから
鉄鉢形土器が出土。298

中
荷

矢
大剛順

□
千

獣
知

Ｊ

侶
山
人

須恵器鉄鉢形土器

灰釉陶器双耳壺 広い範囲の竪穴住居跡から
やや分散 して仏教遺物が出
土 した。278

川
劃
刻
剛
劃
肋

千
缶
田
吉
加
達
万

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｌ

ｒ

口

墨書土器「寺」「弘貫」
土師器鉄鉢形土器

平瓦

二重圏文縁単弁八葉蓮華
文 。鋸歯文縁複弁蓮華文軒
丸瓦 二重弧文・四重弧文
軒平瓦 丸瓦 (無段) 平
瓦 (格子叩き 。縄叩き 。花
文叩き)

南北に並ぶ 3基の基壇建物
跡など中世寺院の遺構は確
認されているが、古代の遺
構は不明である。191・ 237

平瓦 (縄叩き) 丸瓦 大日山中腹の平坦部に位置
する山岳寺院跡。253

素縁単弁七葉蓮華文軒丸瓦 三彩獣脚
丸瓦 平瓦 (縄叩き)

「松 ヵ」 ヘラ「吉」 金堂跡 と推定 される基壇 1

基が発見された。29・ 38・

221

瓦塔

瓦塔 瓦塔は表面採集資料。167

銅銃 貞観永賓 金堂基壇 と塔基壇が東西に
並び、北側に講堂基壇が位
置する。伽藍域の区画施設
は溝 と板塀跡が確認 されて
いる。寺院地の範囲は北 。

西辺溝が確認 されている。
1,4・ 5。 7・ 17・ 37・ 46・

64。 98・ 100・ 101・ 107・ 1110
117・ 122・ 123・ 124・ 129・

130・ 135。 136・ 1490158・
159。 170・ 176・ 177・ 183・

256・ 272・ 291・ 340・ 378・

394・ 411

Ｆ
ｒ
人
荷
力
安
ｒ
ｒ
丈
ｒ
ｒ

書
尼
Ｊ
月

墨
ｒ
佛

カ

宝相華文・複弁六葉蓮華
文・複弁八葉蓮華文軒丸瓦

宝相華文 。偏行唐草文 。

重郭文・均整唐草文軒平瓦
丸瓦 (無段・有段)平瓦
(縄叩き)

宝相華文・複弁六葉蓮華 墨書土器「尼寺」「佛」
文・複弁八葉蓮華文・細弁  ロクロ土師器香炉蓋
蓮華文軒丸瓦 宝相華文・  浄瓶 瓦塔
偏行唐草文 ‐重郭文・均整
唐草文 丸瓦 (無段。有段 )

平瓦 (縄叩き)

ｒ
ｒ
西
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

二彩小壺 緑釉唾壺
人面墨書土器 隆平永
費

金堂基壇 と講堂基壇が南北
に並ぶ。講堂基壇の北側で
掘立柱建物跡の尼坊跡 も確
認されている。溝 と塀で伽
藍域を区画している。寺院
地についても、北 。東・南
辺溝が確認されている。64・
268・ 224・ 256・ 257・ 272・

277・ 411
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所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基拠  遺構2 基数2

下総国
葛餅郡

下総国
相馬郡

下総国
葛訪郡

下総国
葛餅郡

下総国
葛餅郡

下総国
葛訪郡

習志野 下総国
葛餅郡

下総国
葛訪郡

下総国
葛訪郡

下総国
葛餅郡 訴

流山  下総国
葛訪郡

千葉東 下総国
部   千葉郡

下総国
千葉郡

流山市平和
台 4丁 目
(西平井字

庚塚 )

我孫子市船
戸 1丁目

市川市若宮
2 T 目123
他

市川市中国
分 2-70他

船橋市印内
2丁 目

船橋市東船 台地 19～ 海老
橋 43037 上   21 川
1

船橋市西船
6丁 目16他

8世紀
後半～
不明

9世紀

9世紀 9世紀
前半  前半

9世紀
初頭

8世紀 8世紀
中葉～ 中葉～

紀

”

世
半
明

８
後
不

一月江
川

地台
上

紀

”

世
半
明

８
後
不

紀

”

世
半
明

８
後
不

賀手
沼

地台
上

時
期
安

墳
後
平
代

古
代

”
時

間真
川

地台
上

紀
９
初

世

”
紀

８
末
世
頭

時
平
代

墳

”
時

古
代
安

間真
川

地ム
ロ
Ｌ上

紀
９
初

世

”
紀

８
末
世
頭

紀
９
初

世

”
紀

８
末
世
頭

明不”
時

良
安

奈
平
代

老海
川

地台
上

コ
し世

半
９
一則

紀

”
紀

世
半
世
半

８
一則
９
一馴

一月江
川

”
‐８

紀

”
紀

世
半
世

８
後
９

紀
世
半

世
８
後

６

”
紀

根本́

月

地台
上

飾葛
川

地台
上

¨
“

・海神５
鰤

船
２
他
丁

台地
上

18～ 江戸 9世紀
20 川  初頭

竪穴状遺  1
構

4 井戸 1 鍛冶遺構  1

土墳墓

溝 1 経塚

地台
上

字
３．

加
９８

市
津紬

船
馳
流山市西深 台地
井671他   上

柏市花野井
字 尾 井 戸
1852他

千葉市中央 台地
区千葉寺町 上
161他

千葉市中央
区 生 実 町
12114他

千葉市中央
区 花 輪 町
340他

生実 奈良・
川  平安時

代

29 生実 古墳時
川  代～10

世紀

井戸

台地  20
上

紀

”
紀

世
半
世
頭

９
後
１０
初

台地
上

2 鋳銅工房  1
跡

180 16 土墳墓
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

宝相華文軒丸瓦 四重弧文
軒平瓦 丸瓦 平瓦 (縄叩
き)

土壇状高まりが確認され、
付近から多 くの瓦が採集さ
れていたが、消滅 した。65

丸
瓦螂

平
文
　
縄

珠
瓦
＜

瓦出土集中地点が発見され
たが、瓦に伴う遺構は発見
されなかった。112

墨書土器「寺ヵ」 鉄
鉢形土器

墨書土器は表面採集資料。
215

の
連
国
跡

側
関

落ヽ

北
教
り
集

の
仏
お
た

ｏ

寺
の
て

つ
る

尼
く
れ
わ
い

分
多
さ
関
て

国

ｏ見
く
れ

と
跡
発
深
さ
３２

舛瀧魏設柿
０・２

国
集
遺
分
と
１５

人面墨書土器 富寿神
賓

井
凪
主
俣
不

重
宗
永
生
郷
ラ

ｒ
ｒ
Ｆ
ｒ
ｒ

ヘ

ロクロ土師器香炉蓋
瓦塔 鉄鉢形土器 墨
書土器「法印J

丸瓦

墨書土器「琴寺J 「平」「正J

帯金具 (丸輌・巡方)仏 教遺跡 は第12次調査 出
富寿神費      ±。427閃刑Ш彫

方
乙
□
七
門

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
大

墨書土器「寺J

墨書土器「秋寺J「寺J 灯明皿 P

三間四面の掘立柱建物跡が
発見され、「御堂」の可能性
が指摘されている。ただし、
仏教遺物の出土は不明。399

小鍛冶遺物ν
園
開
川

∫
Ｊ
Ｊ
岩

用
分
人
＜

∫
ｒ
ｒ
□

賠
制
佃
∬
刑

旧
彬
肝
隔
叶

永
Ｊ
工
官
大

ｒ
永
ｒ
ｒ
ｒ

須恵器鉄鉢形土器 竪穴住居跡から鉄鉢形土器
が出土。320

浄瓶 「川/邊 J「万」「り||」「邊
力」

墨書土器「寺」 「◎J

塔瓦』
瓶

・五重
靱
喝

鋸
軒
弧
＜
縄

文字瓦「蔦ヵJ「乙〔記号 経筒 檜扇
ヵ〕J

戦後の観音堂下に遺存 して
いた基壇跡は古代 まで遡る
可能性が高かった。観音堂
の西側からは藤原時代の経
塚が 1基発見されている。
32・ 51 ・ 62・ 68・ 77・ 153

瓦塔

剤川
同
噺
駄

ゆ』囲脚繕

¨
旧
ｍ
ｍ
山

田

上
皿
□
ロ
カ
Ｊ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
益
□

瓦 瓦塔 瓦堂
錫杖鋳型
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慇痴群錘車「乎伎志」磐鼎 電宅島壼
した。254・ 275

概    要

222



国郡 遺 跡 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

蘇我  下総国
千葉郡

千葉市緑区
大金沢902
3他

台地  41
上

村田 9世紀 9世紀
川  前半  前半

千葉西 下総国 居
部   千葉郡

千葉市花見 台地
川区浪花町 上

20 花見
ナ||

50 村田 8世紀
川  中葉～

10世紀

30   20

蘇我  下総国 メ`タチ
千葉郡

蘇我 下総国
千葉郡

蘇我 下総国
千葉郡

千葉東
部

下総国
千葉郡

酒々井 下総国
印幡郡

小林 下総国

千葉市緑区 台地
有吉町   上

1市緑区 台地
町2871 上

千葉市若葉
区古泉町字
ハガワ 。野
呂町タカバ
ンナ

紀

”

世
葉
半

９
中
後

地台
上

区
左

緑
町

市
沢

葉
金

千
大
作

紀
四

世
２
期

９
第
半

”
３４

葉
実
他

千
生

・１

紀
四

”

世
３
期
明

８
第
半
不

紀
四

”

世
３
期
明

８
第
半
不

成亀
川

倉
丁
新
前

¨
仰
醐
期

の

印
字
目
田
５９

紀
四
”
紀

世
３
期
世
半

８
第
半
９
後

５
末
世
半

30 浜野
サ||

浜野
サ||

世紀
-10
紀前

15 鍛冶遺構 2 周溝状遺
構

地
及
河
段
上

台
上
び
岸
丘

47～ 鹿島
48 チ||

古墳時
代～平
安時代

8世紀 124 152
後半

糸己

地台
上

蚊
畔
地

市
輪
３４

葉
花
津

千
区
谷

国
郡

蘇我  下総
千葉

地ム
ロ
Ｌ上

所朝
訛

西
６．

28～ 生実 7世紀 8世紀  10
30 川  ～ 9世 後半

第鼻F長貫ξ 皇地  35 需島 串墓俎 ♀異鱚  2

亀成 7世紀  13
第 4四
半期～
不明

基壇建物  1 溝
跡 (金堂 )

基壇建物  3
跡 (金堂
・塔・講
堂 )

印幡郡 跡

下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

紀
四

”

世
４
期
明

７
第
半
不

8世紀 279 150
後半～
9世紀

紀

”
紀

世
半
世
頭

８
前
１０
初

新”
２５

地ム
ロ
Ｌ上

萱
幡

・
池

櫛
拍

・庚塚
ノ後．
ム
ロ

八
田
前
堂
の

自井 台地
上

35 鹿島 8世紀
川  初頭～

9世紀
後半

2溝

3 土器集中
地点

佐倉 佐倉市大作 台地
2丁目   上
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 概

土師器鉄鉢形土器
須恵器鉄鉢形土器

「青J 5号竪穴住居跡から鉄鉢形
土器 2個がまとまって出土。
214

雰売
上器「ナナ[梵字

矢
矢
奉
衛
仁
Ｊ

ｒ
ｒ
＜
＜
ｒ
☆

土師器鉄鉢形土器丸瓦

帯金具 (丸輌・巡方・ 334
銘尾)銅匙矢

由［ｍｍ
絆胴川Ｊ

ｒ
矢
古
本

(丸輌 。巡方 。 252・ 450具
＞

金
尾

帯
鑓呻̈斯

団
同

Ｊ
Ｊ
書

申
□
朱

ｒ
□

瓦 土師器鉄鉢形土器 墨
書土器「寺 (異体寺 )」

温石 B地区 1号竪穴住居跡から
温石が出±。254

重圏文縁単弁八葉蓮華文・
素文縁単弁八葉蓮華文軒丸
瓦 均整唐草文・連珠文・
唐草文軒平瓦 丸瓦 (有
段。無段)平 瓦 (縄叩き。
ヘラ削り)

墨書土器「高里寺」
瓦塔

鉄滓 基壇建物跡は 1基のみ、確
認されている。
59・ 69。 76・ 80090・ 187・

293

文
　
有
格
布

弧
瓦
＜
＜
面

重
丸
瓦
瓦
凸

縁単弁八葉蓮華文軒 瓦塔 菩薩立像
三重弧文軒平瓦 丸
段式・ 無段式) 平
子・平行・縄叩き。

日)

「日」「可」 文字瓦「道」 畿内産土師器 (平城Ⅲ)

(刻印)

3基の基壇跡が確認された。
伽藍区画施設は未発見。平
安期の菩薩立像 と室町期の
地蔵菩薩立像が表面採集さ
れている。
151 ・ 203・ 206・ 377

人面墨書土器「丈部人 三間四面の掘立柱建物跡を
足召代」 和同開弥  中心に溝で区画された寺院
三彩小壺 帯金具 (餃 跡が発見された。
具・丸輌 。巡方)   347

ｒ
ｒ
田
ｒ
ｒ
ｒ
庄
力
家

雌碓悶翡

土聯開新

瓶
　
器
∫
石

浄
器
土
寺
温

土
書
／

瓶
形
墨
奉
Ｊ

水
鉢
　
ｒ

カ

宝相華文軒丸瓦 均正唐草
文・宝相華文軒平瓦 丸瓦
(有段)平 瓦 (縄叩き)

焚斗瓦 隅切瓦

文字瓦「埴」 (ヘ ラ) 三間四面の掘立柱建物跡周
辺からは焚斗瓦などの瓦が
多 く出土し、甍棟葺の上屋
が想定されている。
152・ 499

灯明皿 帯金具 (銘尾)竪 穴住居跡 と土坑から複数
の瓦塔が出土。290・ 382

¨̈］̈
］
崚
［
Ｈ

剛

石
Ｊ
Ｊ
ラ
刻

ｒ
万
カ

ヘ
線

質
土
師

ｊ
恵
　
土

寺
須
塔

井
　
瓦
器

自
蓋
質
土

ｒ
炉
師
型
炉

器
香
土
鉢
香

土
器
　
鉄
付

書
師
塔
器
脚

墨
土
瓦
師
器
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造T名 立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

習志野 下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

八千代市村 台地  26 新川 8世紀 8世紀 168 24
上字込の内 上        中葉～ 後半

紀世
半

９
後

佐倉  下総国 ィ
千葉郡

鹿島
ナ||

奈良・ 不明
平安時
代

古墳時 9世紀
代～平 中葉
安時代

23 周溝状遺
構

島鹿
川

”
２６

地ム
ロ
Ｌ上

幡印
沼

地ム
ロ
●上

幡
浅

印
字

郡
田

幡
山
山

印
村
間

奈良・ 不明
平安時
代

下総国 西方撻
印幡郡

下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

下総国 井戸
印幡郡

下総国
印幡郡

小林  下総国
印幡郡

印西市浦部

印西市戸神 台地  24
字 大 野610上
他

明不。
時

良
安

奈
平
代

幡印
沼

地台
上

幡
西

印
字

郡
戸

幡
岩

印
村
方

明不。
時

良
安

奈
平
代

賀手
沼

戸神
ナ||

230   40紀
四

”
紀

世
３
期
世

８
第
半
９

。
時

良
安

奈
平
代

紀
四

世
２
期

９
第
半

八千代市萱 台地 12～
田字井戸向 上   24
1531他

新川 8世紀
～ 9世
糸己

44 井戸跡  10 墓墳

八千代市神 台地
野 字 向 境 上
1149他

八千代市保
品 字 上 谷
1800他

。
時

良
安

奈
平
代

幡印
沼

・
時

良
安

奈
平
代

幡印
沼

地台
上

八千代市ゆ
りのき台5。

6丁目
(萱田字北

海道699他 )

10～ 新川 8世紀
20    中葉～

10世紀

9世紀 114 10
中葉

台地
上

四街道市物 台地 28～ 鹿島 古墳時
井字小屋ノ 上   31 川  代後期
内13603他           ～平安

時代

佐倉市六崎

佐倉市臼井
田字江原台
500他

習志野 下総国
印幡郡
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

集落域から離れて、瓦塔片
力`と日ニヒ。 154

帯金具 (餃卿
・巡方
灯
具

林
利
平
薫
Ｊ
刻
田
書
ラ

ｒ
Ｆ
ｒ
ｒ
借
線
ｒ
朱

ヘ

須恵器鉄鉢形土器 瓦
塔

塔
器

瓦
土

香炉蓋 鉄鉢形  「与」「中」「才」 線刻 灯明皿
「人J

326・ 343・ 400・ 415。 443

表面採集資料。佐倉東高校
蔵。
128

平瓦 (縄叩き) 瓦塔 墨書土器「寺」
「佛」

人面墨書土器 神功開
費 富寿神賓 2

周溝状遺構付近から瓦塔片
がまとまって出土 した。ま
た、周溝状遺構から45m離
れた竪穴住居跡から墨書土
器「寺Jが出土 した。 192・

210・ 220

ｒ
ｒ
不
ｒ
ｒ
ｒ
力
ｒ

ヘ

瓦塔 2 表面採集資料。五代吉彦氏
蔵
128

岩戸支谷に面する台地端部
からの表面採集資料。大原
誠良氏蔵。82

表面採集資料。251

326・ 343・ 4000415・ 443自
上
玉
丈
Ｊ
帯
銘

刀
神
國
／
奉
　

。

同
螂
朴
山
嘲
卿
¨

器
進
鳥
力
部
Ｊ
丸

土
代
部
罪
丈
神
＜

書
召
丈
＜
／
□
具
＞

墨
女
奉
□
尼
ｒ
金
尾

は
晒
副
則

Ｆ
力
万

瓦塔 墨書土器「波田
寺J「播寺」「佛J 土
師器鉄鉢形土器

灯明皿 三彩小壷 2

転用硯 須恵器小壺
帯金具 (餃具・丸輌 。

巡方 。銘尾) 富寿神
費

広範囲に拡がる竪穴住居跡
等からやや分散 して仏教遺
物が出土した。299

継
大
加
厭
入
豊
盛
吉
禾

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
部
ｒ

宝冠如来坐像 墨書土
器「寺J「寺杯/寺」「佛J

平瓦 (縄叩き)

一師
托

一土
彩

一口
〓
一

クｂ
器土

Ｊ
形

．會
鉢

信
鉄

ｒ
器

墨書土器「三費」

墨書土器「寺」 「寺」「幡郡村」「西」「丈
部申万」「丈部角万呂」

土器「承和五 261
□□」 帯金
。巡方・鈍尾 )

「丈部乙刀自

書
十
輌
器
ゴ

墨
月
丸
土
代

面
二
＜
書
形

人
年
具
墨
女

富
朝
大
井
継
Ｊ
器

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
廓
ｒ
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墨書土器「尼」「勝光
寺/大田」



地 図 国郡

習志野 下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

千葉東 下総国
部   印幡郡

佐倉 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

佐倉 下総国
印幡郡

佐倉

酒々井 下総国
印幡郡

佐倉 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

酒々井 下総国 伊
印幡郡

所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

25 新川 9世紀  2
後半

地台
上

一局
込

櫛
糊

馳

八
津
１７

大山遺跡

佐倉市吉見 台地
字臼井屋敷 上
248-21L

字広

佐倉市宮本
字南広

佐倉市白銀
(上代字大

山110他 )

己世
頭

９
初

紀

”
紀

世
葉
世
葉

８
中
９
中

紀

”
紀

世
半
世

８
後
９

紀
四

”
紀

世
４
期
世
半

８
第
半
９
前

紀

”
紀

世
頭
世

６
初
Ｈ

島鹿
川

地台
上

四

”
紀

２
期
世
半

第
半
９
後

”
紀

半
世
半

後
９
後

地台
上

々
字
先

酒
橋
地

郡
馬
余

幡
町
尾

印
井
鷲

佐倉市坂戸 台地 15～ 鹿島

29 鹿島
り||

17り ||

9世紀  13
中葉

9世紀  45
中葉

6 柵列状遺  2
構

416  223

台地  34 鹿島 9世紀 9世紀  8
上     川  前半  前半

土墳墓 62 古墳

9世紀  17
中葉

15 手繰 不明
り||

不 明

紀
四

”
紀

世
２
期
世
半

８
第
半
９
後

島鹿
川

地台
上

紀

”
紀

世
葉
世

８
中
９

島鹿
川

地台
上

崎

。
地

寺
松
宿

市
本
字

倉

一
田

佐
字
太
先

本
７７

鋼
勤

佐
字
他

い井
一跡

い遺

国
郡

総
幡

下
印

神 明社 佐倉市臼井 台地
上

土器集積
遺構

9 方形周溝  1
遺構

佐倉市将門 台地
字鹿島台  上

佐倉市六崎 台地
字大崎台  上

印幡郡酒々 台地
井町本佐倉 上
字 北 大 堀
4951他

印幡郡酒々 台地
井町尾上字 上
藤木661他

32  `口嘱野
沼

30 鹿島
サ||

34 鹿島 8世紀 9世紀

36 鹿島
り||

3 土器集積  3
遺構

坑土紀
四

世
３
期

８
第
半

紀

”
紀

世
葉
世
葉

８

中

９

中

9世紀
つ

地ム
ロ
Ｌ上

々
字

・８
囃嚇］

印
井
野
他

7世紀 8世紀
～ 9世 後半
紀前半

鹿島 8世紀 9世紀
川  後半～

9世紀

35 江川 8世紀 9世紀  5  6
初頭～ 前半
9世紀
前半
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

菩薩形立像 墨書土器  「井J「丁」「物部」「生」 鉄滓
「寺」         「山J「毛」「丈」「堤」

「の」 朱書「の」
刻書「上」「丁」

「大」「千」

「十J 胴部穿孔須恵器甕
ハ ヽ フ

墨書土器「坂津力寺J 「中」「信」「正」「加力」
「寺 ヵ」

076号竪穴住居跡か ら墨書
土器「佛」が出土 した。369

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
前

テラ羞)醍臥面

台地中央 と南西端から仏教
遺物がややまとまって出土
した。371剛動喘飩刑

器
金
尾
永
天

土
帯
鈷
平
ｒ

書
　
・
隆
車

墨
Ｊ
方
　
錘

屋
巡
賓
紡

銃
神

・
通
製

鋼
ｒ
輌
年
石

得
彩
厨
Ｊ
松
幡
有
曹

ｒ
ｒ
ｒ
居
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

土師器鉄鉢形土器 墨
書土器「寺」「佛」「寺/
莫」「大ヵ/寺」 高台
付火舎

土師器鉄鉢形土器 灯明皿 26号竪穴住居跡から鉄鉢形
土器 と灯明皿がまとまって
出土した。344

土師器鉄鉢形土器 「大千」「古」「芳」 1号竪穴住居跡から土師器
鉄鉢形土器が出±。244

墨書土器「□寺□」 「上加J「嘉J「大大J 169

墨書土器「福力寺J 「福」「四」「生」「成」 10号竪穴住居跡から墨書土
器「福 ヵ寺Jが出土した。
168

灯 明皿  帯 金具 (丸 260
輌・銘尾・巡方)

刀
本
前
甲
カ

ヘ

賓
□
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｒ

ｒ
千
カ
カ
カ
ロ
ラ

墨書土器「寺J

墨書土器「寺」「佛不」 Ｊ
□
月

千
ロ
カ

ｒ
ｒ
原

臥
肝
□

屋
　
月

神
田
カ

Ｆ
ｒ
人

「貞J 墨書土器「神屋」 帯 270・ 430
(真 金具 (巡方)

墨書土器「佛」 降鶴射‖1捨み騒」

土師器鉄鉢形土器 「神奉」「井J 線刻「栗J 手付瓶 (灰釉陶器)  48号竪穴住居跡から土師器
「西」         墨書土器「神奉J   鉄鉢形土器が出土。216

土師器香炉蓋 高台付  「俣J「檜前J「 中」
火舎

B地点 6号竪穴住居跡から
香炉蓋が出土 した。281

―-221-―

緑釉陶器 灯明皿

三彩托



国郡

酒々井 下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

一之綱Ⅲ

酒々井 下総国 七
印幡郡

小林  下総国 井
印幡郡

小林 下総国 岩
印幡郡

下総国 南
印幡郡

西 ケ

下総国 天
印幡郡

成 田 下総国 山 王

印幡郡 造跡

下総国
印幡郡

下総国
印幡郡

成 田 下総国 飯田町
印幡郡 造訴

酒々井 下総国
印幡郡

八日市 下総国
場   匝瑳郡

下総国 岩部城

台地
上

台地 26～  師戸
上   29 川

40 鹿島 9世紀 9世紀
り||

40 鹿島 不明  不明
り||

凌
跡

所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

1 大型縦穴  3 大型土坑  1
状遺構

紀

”
紀
四

世
頭
世
３
期

８
初
８
第
半

島鹿
川

地台
上

々
佐
宿鶉』社訛

印
井
倉
１７

八街市文違
野30159他

印幡郡富里
町七栄

印幡郡印幡
村瀬戸

印幡郡印幡
村岩戸2812
1他

印幡郡本埜
村角田

台地
上

一己世
半

９
ユ則

己世
半

９
一則

幡印
沼

地台
上

己世
半

９
一則

紀

”
紀

世
半
世
半

６
一則
９
後

幡印
沼

地台
上

紀
四

世
１
期

９
第
半

。
時

良
安

奈
平
代

国
郡

総
幡

下
印

。
時

良
安

奈
平
代

己世
半

８
後

紀
四

”
紀

世
３
期
世

８
第
半
９

成亀
川

地台
上

紀
四

世
２
期

８
第
半

紀
四

世
２
期

８
第
半

江

紀
四

世
３
期

８
第
半

紀
四

”
四

世
３
期
４
期

８
第
半
第
半

印西市竹袋
字呑内345
他

2 成田市大袋 台地
字山王124 上
1他

八日市場市 台地
大寺1861他 上

38 江川 6世紀 9世紀
～ 9世
糸己

溝状遺構  1

68 37 鍛冶遺構  1 土坑

12 16 土坑

土坑

1溝

印西市多々
羅田字南西
ケ作144他

台地 22～ 戸神
上   26 川

成田市大袋 台地
字台畑   上

成田市飯仲 台地 27～ 江川
字 金 堀12上   35
他

紀

”
紀

世
葉
世
葉

８

中

９

中

江”
３８

地台
上

田
野

飯
向

市
南
他

田
字

・２

成
町
３９

8世紀  12
末～ 9

世紀初
頭

地ム
ロ
●上

里
字

・１

富
沢
１７

Ｍ
紳
用

印
町
出
他

2 基壇建物
跡

紀
四

”

世
４
期
明

７
第
半
不

』
市日

凌
跡

八
じ寺

地台
上

源
台
他

栗
字
７６

郡
部
５０

取
岩
内

香
町
の

30 鹿島 奈良・
川  平安時

代

41 栗山 7世紀
川  第 4四

半期～
不明

35 栗山 不明
り||匝瑳郡 僣蔀道訴)
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出 土 瓦    仏 教 遺 物    墨 書 土 器    特 殊 遺 物    概   要

平瓦 (縄叩き)      土師器鉄鉢形土器   「□命替神奉」「□奉」 帯金具 (巡方)    1号 竪穴住居跡から土師器
墨書土器「□命替神奉」 鉄鉢形土器が出±。338
「□奉J

墨書土器「寺」「佛」

墨書土器「寺」 表面採集資料。成田山資料
館蔵。211

瓦塔はグリッド出土。428

墨書土器「寺本」   「太」「万田」「大」 へ 帯金具 (丸輌)    314
ラ「太J「 *」

墨書土器「千仏」「寺」
香炉蓋 ロクロ土師

器鉄鉢形土器

「林」「李」「馬J「任J 竪穴住居跡から鉄鉢形土器
と墨書土器「千仏」「寺」が
まとまって出土 した。439

平瓦(縄叩き)      
墨裏斐藤ガ重|力

」 400。 415

墨書土器「ササ」   「十」 灯明皿        348

土師器鉄鉢形土器   「仁」 29号竪穴住居跡から鉄鉢形
土器が出±。413

覇瀑嘱1]L綱 円 4号竪穴住居跡から寺銘墨
書土器がまとまって出±。
265

貴重彦露
「寺力」 奈 線刻「×」「井」     灯明皿         396

器 
口土師器鉄鉢形土 「ハ 〔記号ヵ〕J 1号竪穴住居跡から鉄鉢形

土器が 2点 まとまって出土。
397

和同開称       三間四面の掘立柱建物跡が
検出された。
361

二重圏文縁単弁八葉蓮華
文・素文縁単弁八葉蓮華
文・素文縁単弁六葉蓮華
文 。常陸国分寺系軒丸瓦
丸瓦 (無段) 平瓦 (格子
ロロき 。

1亀ロロき)

「長」 9世紀末以降の基壇跡 1基
と多種多量の瓦が発見され
たが、創建期の伽藍は、不
明である。336

軒丸瓦 丸瓦 (有段) 平

一-223-―

「だ」「其ヵ」 寛政年間に花型丸瓦が多量
に出土した記録が残されて
いる。 204・ 205

瓦塔



地 図

多古

遺 跡 所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

下総国
匝瑳郡

古台遺 香取郡多古
町多古台

紀

”

世
葉
明

８
中
不

紀

”

世
葉
明

８
中
不

山栗
川

地台
上

八日市 下総国
場   匝瑳郡

八日市
場

八日市 下総国
場   匝瑳郡

地台
上

市
場

場
荒

市
字

日
寺

八
大

地台
上

市
竹

場
大

市
字

日
方

八
久
台

国
郡

総
瑳

下
匝

台地
上

堤
上

砂
帯

嚇
意
地

市
字
５．

日
木
９６

八
平
天

台地  41
上

5651L

41 栗山
り||

8世紀 8世紀
前半～ 前半～
9世紀 9世紀
中葉  中葉

1溝

40 栗山 不明
り||

不明

5 栗山
サ||

9世紀 9世紀

鍛冶遺構  1 方形墳墓  2

36 栗山 6世紀
川  ～10世

糸己

32 18 竪穴状遺  1
構

1 方形墳墓  4 骨蔵器

40 栗山 古墳時 9世紀  89 23 円形周溝  1 方形周溝  1
川  代～10

世紀

36 栗山 8世紀
川  後半～

9世紀

39 18 土坑 6 溝状遺構 11

香取郡多古 川
町 南 借 当
451他

香取郡多古
町水戸字巣
根1561他

地台
上

古
大
８８畔弊帥

香
町
太
他

多古  下総国
匝瑳郡

紀世
半

９
一則

紀世
半

９
一則

山栗
川

地台
上

多古  下総国
匝瑳郡

己世
葉

９

中

一則
９

墳

”
紀

古
半
世

山栗
川

地台
上

古
土
他

多
字
７２

郡
戸
１５

取
水
台

香
町
持

。
時

良
安

奈
平
代

新

紀

”

世
葉
明

８
中
不

紀

”

世
葉
明

８
中
不

賀手
沼

地台
上

下総国 土|

匝瑳郡

多古 下総国
匝瑳郡

多古 下総国
匝瑳郡

八日市 下総国
場   匝瑳郡

下総国
匝瑳郡

香取郡多古
町林

台地
上

香取郡多古
町南中字中
内原2491

八日市場市
飯塚字柳台

栗山 4世紀
川  ～10世

糸己

6 木戸 8世紀
川  第 3四

半期～
9世紀
後半

9世紀
後半

9世糸己  345
前半～
中葉

7 井戸

香取郡千潟 台地
町鏑木字後 上
日ヨ32291L

東葛飾郡沼
南町手賀字
寺台304他

下総国 手
相馬郡
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

素文縁単弁六葉蓮華文軒丸
瓦

丸瓦 平瓦 (縄叩き) 3間 ×2間以上の掘立柱建
物跡が 1棟発見された。瓦
葺の仏堂の可能性が指摘さ
れている。386

瓦塔 宮内勝巳氏にご教示を受け
た。

墨書土器「奉玉泉 神
奉」 帯金具 (銘尾)

氾濫原もしくは流路からの
出±。341

刑
利
月
削
旧

金
由
大
万
正
＜

ｒ
ｒ
ｒ
Ｆ
ｒ
□

土師器鉄鉢形土器

墨書土器「寺 J 「山□丁」 灯明皿 転用硯 2号竪穴住居跡から多 くの
灯明皿や転用硯 と共に墨書
土器「寺」が出±。282

墨書土器「□寺」 「院」「亦」「斗」

墨書土器「佛」 「赤」「俣力」「仲」「市J 灯明皿
「日・炎。曳□/規」「木」
「子越方」「正J線刻「田」

25号竪穴住居跡から多 くの
灯明皿 と共に墨書土器「佛」
が出土。283

墨書土器「□ (寺力)J

土師器鉄鉢形土器
「本」「十」「木力」「内力」
「吉J「入野家J「几」

墨書土器「佛」 花瓶  「由J「万由J「甘方J「牛J 須恵器小壷
「子南」「貢」「市J

「百J「 ケJ

墨書土器「郡厨 J 郡家関連遺跡か。311厨
Ｊ
道
備
田

郡
十
大
子
遠
Ｊ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

カ

墨書土器「□弘寺」

銅印「王□私印」 和 337号竪穴住居跡か ら鉄鉢
同開弥        形土器 と浄瓶 (水瓶)が出

L。  288

眠
列
川
劉
ン
駄
副
肝
剤

刷
王／り
旧
旧
隣

回̈
帥蜘軸ｍ卸鋼Ⅲ

浄
Ｊ
力
朱
尉

ｒ
力
ｒ
ｒ
ｒ
皆
家
ｒ
校

仏
土

＜
形
＞

□
鉢
？

俣
鉄
瓶

千
器
水

ｒ
師
＜

器
土
瓶

土
　
浄

書
月

墨
力
器

川珊靴涸調圃徒隔帥

「ＭⅢ躙悧確ン凱ｒ吉田．

翡Ｍ制ｍｍ胴相審時

丸瓦 平瓦 (縄叩き。格子
口「 き)

瓦

素文縁単弁八葉蓮華文・素
文縁単弁六葉蓮華文軒丸瓦

唐草文 。素文軒平瓦

寺院跡は砂取 りのため消滅。
82・ 185
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地 図

取手 下総国
相馬郡

取手 下総国
相馬郡

下総国
結城郡

下館 下総国
結城郡

東葛飾郡沼
南 町 大 井
20441他

18 大津 6～ 7

川  世紀
8世紀
第 3四
半期～
10世紀

20 利根
サ||

8世紀  16
末～ 9

世紀

9世紀 126 34

所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

台地
上

地台
上

新市
黒

子
羽

孫
字

我
木

己世
半

９
一則

紀

・
紀

世
半
世

８
一削
９

賀手
沼

”
‐８

地台
上

流山  下総国
相馬郡

物
堂
中
廊

。

建
金

・
回
堂
＞

壇
＜
塔

。
講
房

基
跡

・
門

。
僧

紀

”

世
半
世

８
前
中

紀

”

世
半
世

８
前
中

怒鬼
川

地台
上

城
結

結
川

県
山

城
上
寺

茨
市
城

紀

”
紀

世
半
世
半

８
前
１０
後

紀

”

世
半
明

８
前
不

紀

”

世
半
明

８
前
不

紀

・
紀

”
紀

世
葉
世
葉
世
半

７
中
８
中
１０
前

佐原東
部

我孫子市根
戸 字 荒 追
1274他

結城市結城
字峯崎6683
他

台地 36～ 鬼怒
上   38 川

6 区画溝

基壇建物  1
跡

鍛冶遺構  1 土師器焼
成土坑

佐原東 下総国
部   海上郡

下総国
海上郡

香取郡小見 台地
川町木内字 上
権現台

香取郡小見 台地
川町織幡字 上
妙見堂853
2他

香取郡下総 台地
町名木字鎌 上
部663他

香取郡下総 河岸
町滑川1093 段丘
1他    上

佐原市

成田市芝字 台地
椎ノ木2058 上
1他

43 黒部
ナ||

40 小野
サ||

9世紀 107
～10世
紀

佐原西 下総国
部   香取郡

下総国 籠
香取郡

紀

”

世
半
明

８
前
不

紀

”

世
半
明

８
前
不

須
川

大
賀

紀
四

”

世
４
期

７
第
半

紀
四

”

世
４
期

７
第
半

木
川

根
名

紀
９
後

世

”
紀

８
末
世
半

紀

”
紀

世
葉
世
半

８
中
９
後

野イ

月
地台

上
田
２６

多
２４

市
向

原
日

佐
字
他

不明 不明

40 大須 9世紀 9世紀
賀川     後半

6 基壇建物  1
跡 (金堂 )

佐原東 下総国
部   香取郡

29   17

下総国 寺
香取郡

佐原西 下総国
部   香取郡
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

平瓦 (縄叩き。格子叩き) 墨書土器「新生寺」
焚斗瓦

「十」「十十」「久/久J 奈良三彩小壺 灯明皿 調査区南端で発見された一
線刻「丸/丸 J「十十」  転用硯       間四面の掘立柱建物跡は、

甍棟葺の仏堂の可能性が指
摘されている。
296

墨書土器「泉久須波良
部尼刀女J

「大□」「大上J「大」「千 萬年通費
万J

伽
量
た

式
多
れ

寺
ら
さ

起
か
見
１

法
溜
発
５０

仏
　
Ｊ

瓢
Ｊ
寺

寺
成

像
大
法

塑
ｒ
ｒ

単
複
単
複
軒
文
重
段
叩

墨書土器  「東院」「茂」ヘラ書き瓦
ヘラ書き瓦  「新治」「有支」

奈良三彩 那窯産白磁 434
碗 緑釉陶器 羽口
灯明皿

ｒ
毛
ｒ
福
□
線
ｒ
山

丸瓦 平瓦 (縄叩き) 墨書土器「□寺□」「□
佛申□」 土製螺髪

二重圏文縁素弁八葉蓮華
文 。素弁八葉蓮華文・素弁
六葉蓮華文・常陸国分寺系
軒丸瓦 重弧文・唐草文軒
平瓦 丸瓦 (無段) 平瓦
(格子叩き 。縄叩き。ヘラ

ケズリ)

基壇 1基が発見され、多種
多量の瓦が採集されている。
231

一間四面の掘立柱建物跡等
が発見された。
319・ 379

鉄
大

形
年

人
長

壺
皿

小
明

彩
灯

三良
品
２

奈
製
費

服
利

ｒ
東
ｒ
刻

開雛飾蝸蛉

Ｊ
鉄
器
銅
銅

迦
器
師
　
青

繹
師
土
瓶
　
炉

ｒ
土
　
浄
＞
香

器
口
器
　
力
付

土
ク
土
器
仏
脚

童
日
口
里
軍
詩
称

墨
　
内
形
＜
子

軒晃昇
文

曼差
弁

拿菱責霧季 
墨

薯
土器「度寺/度寺」 「万/万」「中」「信」「福 転用硯 神坐像

諄薩立像      力J「曹」「亘力」「反」
叩き 。ナデ・縄叩き)

基壇建物跡 と先行する掘立
柱建物跡などが発見された。
242

軒需震
文堡霜峯金弄琵蓄

文
二重弧文軒平瓦

承和 7年 (840)開基 と伝え
られる龍正院の本堂裏から
瓦が採集されている。255

寺
寺
Ｊ

鯰鵬蜃端

同
刊
刊
雛

器
草
草
鉄

土
理
料
器

書
多
多
恵

墨
ｒ
ｒ
須

「芳仙」「神部」「大神」 墨書土器「神部」「大神」 一間四面の掘立柱建物跡を
中心 とした建物跡群が発見
された。
330

瓦塔 「神宮」「中臣」

水瓶

―-227-―

墨書土器「神宮」

「大畠J



下総国
香取郡

下総国
香取郡

木
川

根
名

谷
津

嚇
齢

・・３他

成
字
９４

浄向
サ||

佐原西
部

8世紀 8世紀
中葉～ 末～ 9

9世紀 世紀初
初頭  頭

9世紀
中葉

土坑

12   12 列状遺  2 土坑

1 基壇建物  2
跡 (金
堂 。塔 )

己世
半

９
一則

己世野４

月
”
３８

地台
上

根
５４

大
１７

市
花

原
磯

佐
字

・３

・
時

良
安

奈
平
代

己世
半

９
一則

紀
四

”
紀

世
４
期
世
半

８
第
半
９
前

地ム
ロ
Ｌ上

矢
４０

本
野

市
東

原
字
他

佐
作

・２

棚
構

紀

”
紀

世
半
世
半

７
後
１０
後

国
郡

総
取

下
香

紀世
半

８
後

い伊
姜跡

国
郡

総
取

下
香

京
空

東
際

新
国
港

紀
四

世
３
期

９
第
半

印幡郡栄町 台地
竜角寺   上

佐原市多田 台地
上

40 小野
り||

佐原市多田 台地  38 根本
字 飛 行 内 上    川
7841他

遺 佐原市伊地 台地  41
山409他   上

栗山 8世紀
川  後半

40 竜台
サ||

7世紀  7世紀
第 3四 第 3四
半期～ 半期～

遺跡

部  成田市加良 台地  35 根木 8世紀 8世紀  66 16
遺跡 部 4丁 目  上     名川 第 2四 後半～

半期～ 9世紀

成田市山口
字船塚台・
石塚 。池之
台

紀
四
”
紀

世
３
期
世
半

６
第
半
９
後

木
川

根
名

地台
上

中
護師

・南囲
脳゙
ム
ロ
ム
ロ

台地  33 根木 8世紀  8世紀  54  9 鍛冶遺構 10
上     名川 後半～ 後半～

9世紀 9世紀

9世紀 143
第 2四
半期

佐原東 下総国
香取郡

佐原東 下総国
部   香取郡

佐原西 下総国
部   香取郡

佐原東
部

下総国
埴生郡

下総国
埴生郡

下総国
埴生郡

下総国

口 (LOC20)

T毛 所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

台地  38
上

国分期 国分期  7

香取郡下総 台地  36
町高681他  上

埴生郡

―-228-



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

4号竪穴住居跡から墨書土
器「佛J「寺Jが出±。200

得
カ剛阻

仙
牛剛彫ｒ×Ｊ

牛

一
刻

ｒ
ｒ
線

墨書土器「佛」「寺」

墨書土器「門佛」 「足人」

12号竪穴住居跡から仏教遺
物がまとまって出±。248

「本」日
土

＜
形

□
鉢

七
鉄

寺ｒ
瓶

器
水

土書
月

墨
力
器

墨書土器「赤穂寺J「阿
光寺」

二彩火舎 彫畑刺
国田卿

Ⅲ
囲
呻

ｊ

大
ゴ
山
國

ｒ
田
ｒ
ｒ

灯明皿
墨書土器「國玉J

4号竪穴住居跡から二彩火
手捏 舎 と墨書土器「國玉」が出

」三。 306

墨書土器「寺」 「石井」「野邊」 ヘラ書 転用硯
「吉」

「飛行寺」伝承地。370

墨書土器「寺」「佛」 「伊地山」「仁」 3350355

軒需需
文量董歌尖〒蕃蕃薔 

瓦塔 如来立像
草文軒平瓦 丸瓦 (無段 )

平瓦 (ケ ズリ・格子叩き。

平行叩き 。縄叩き)

ヘラ書き瓦「朝布」「加刀
入」「赤加」円長止」「神 ヵ」
「赤丸J「森加」「阿加」
「服上部」「水□」「加止
木J助口止」

金堂基壇の東に塔基壇が位
置する6塔基壇北側の掘立
柱建物跡付近から瓦塔片が
出土している。現龍角寺本
尊の薬師如来座像 は自鳳
仏。11012・ 13018019・
21・ 22・ 25・ 30・ 31 041・
43・ 44・ 45048・ 54・ 55。

66・ 73・ 74・ 94・ 99。 125・

131・ 137・ 138・ 228・ 271・

323・ 376・ 503

灯明皿 帯金具 (銘尾)三 間四面の掘立柱建物跡を
中心 とした寺院跡である。
230

刊
刊
旧
朝

得
Ｊ
万
Ｊ
上

私
福
ロ
カ
ロ

ｒ
ｒ
ｒ
鬼
ｒ

墨
刊
塔

器
駄
瓦晦］田

器
器
寺

恵
土
新

須
書
ｒ

土師器鉄鉢形土器 墨  「f・F」「酒」「羊」「延忠」 灯 明皿  帯 金具 (丸
書土器「寺成」「寺」「忠  「成」「万□」「家」「東」 輌・館尾) 隆平永費
寺」「□/寺返力」「佛」 「丈力」「梗」「代/田」
「ff/寺」      「大」「在」「足力」「成/

厨厨厨」「猪・仕」「富」
「山力」「仲」「宗」「大□」
線刻「合J

立
院

掘
寺

な
た

模
し

規
と

大
心

の
中

等
を

ｏ

面
跡
る

四
物
あ

間
建
で
０

三
柱
跡
２３

福
前
田
景
仲
牛
玉

ｒ
檜
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

瓦平瓦 (縄叩き) 須恵器鉄鉢形土器
塔
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灯明皿 帯金具 (銘尾)瓦 塔はグリッド出±。230

444



地 図 国郡

下総国 久
埴生郡

成 田 下総国 囲護台
埴生郡

下総国
埴生郡

下総国
埴生郡

下総国
埴生郡

成田市囲護
台1280他

成田市加良

遺跡 部 1丁目

叫石
・９
‐９

(LOC 成田市八代 台地
字外小代  上

憲台 (LOC 成田市中台 台地

造訴    6丁目   上

所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

印幡郡富里
町久能字高
野6601他

紀
四

”

世
２
期
半

９
第
半
後

台地
上

紀
四

”
紀

世
４
期
世
頭

８
第
半
９
初

”
３６

地ム
ロ
Ｌ上

38 根木 8世紀
名川 後半～

9世紀
後半

1 土坑

6 古墳

瓦 窯 跡  5
(登窯 )

根木 6世紀
名川 前半～

10世紀

344   37

紀世
半

９
ユ則

台地  34 根木
上     名川

木
川

根
名

8世紀
前半～
9世紀

いヽ代
疇勘

）
ガ

毛
出

岬
櫛

蠅

成
平
１０

い遺 台地
上

35 根木
名川

40～ 根木
41 名川

16   17成田  下総国
埴生郡 跡

成 田 下総国
埴生郡

三`

生 産 一退 跡

鶴舞 上総国
市原郡

蘇我 上総国
市原郡

上総国
市原郡

上総国
市原郡

紀世
半

９
一則

紀

”
紀

世
葉
世
半

８
中
１０
後

世
半

９
一則

木
川

根
名

”
４‐

地
及
台
斜

台
上
び
地
面

香
戸轍脚地

成
字
７‐

糸己  9‖ヒ糸己
前半

8 土坑

造り
]老

所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

市原市久保 台地
69713他  斜面

養老
り||

須恵器窯 22

台地
裾部

8世紀 8世紀
中葉～ 中葉～
後半  後半

瓦 窯 跡  5 作業場
(平窯 )

30 印幡 7世紀
沼  ～ 8世

紀

印幡郡栄町 台地
竜角寺字台 上
内71他

市原市惣社
1119

市原市惣社
1098

村田 8世紀 8世紀
川  中葉  中葉

村田 9世紀 9世紀
′||

己世
半

８
後

紀
四

”
紀

世
２
期
世
頭

８
第
半
９
初

”
５０

刈
４９

草
１６

市
焼

原
川
他

市
字

・１

地
面

台
斜

地
面

台
斜

一-230-―

瓦 窯 跡  4
(平窯 )

新東京 下総国
国際空 埴生郡
港

地図  国郡



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

墨書土器「桑田寺」「寺」
「□ (寺 ヵ)/井」

長
□

罪
井
万

灯明皿 13号竪穴住居跡から墨書土
器「桑田寺」「罪司進上代」
が出±。305

帯金具 (餃具・丸輌・
巡方・ 銘尾)

623号竪穴住居跡か ら墨書
土器「寺杯」が 2点出土し
た。なお、囲護台からは瓦
塔の出土 も知 られている。
327

ｒ
杯
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
Ｆ
ｒ
ｒ

墨書土器「寺杯J (瓦
塔 )

墨書土器「寺」 珈
陥
略

例

灯 明皿  墨 書 土 器
「加/神奉」

郷部 。加良部遺跡に隣接す
る集落遺跡。230

麟側別剌¨̈動̈Ｊ

本
ゴ
石
幡
大

Ｆ

力

ｒ

ｒ

ｒ

墨書土器「寺力」

墨書土器「佛J

第 1地点002号竪穴住居跡
から墨書土器「手寺Jが出
土 した。328

陶則膨側

申
里
上
ｊ
福

Ｆ
ｒ
Ｆ
人
ｒ

墨書土器「手寺」

墨書土器「寺 J 「鏡」「万」「イ中井」「千万
□」「□□/福□」

製鉄関連遺跡か。398

埴生郡家関連遺跡。 トレン
チから墨書土器「寺」が出
±。
263・ 264・ 276

1 須恵器泥
産土師器
器

枕
内
師

陶
畿
土

彩
　
産

三
Ｐ
北

唐
塔
東］̈̈回鰤

嗣馴醐Ⅲ聯

∬
∬
∬
吐
瓦

厨
東
依
Ｊ
字

ｒ
ｒ
ｒ
十
文

軒
丸

文華
瓦

蓮
平

葉
軒

八
文

弁
弧

単
重

縁
三
瓦

文
　
平

圏
瓦

重
丸
瓦

墨書土器「寺J

出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

須恵器水瓶 ヘラ「高□」 多口壺 不入 2号・ 3号窯跡のステ
場より水瓶が出土。

瓶
軒
＞
国

勒摯段。無段中

葉
文
有
き

四
草
＜
叩

十
唐
瓦
縄
瓦

二
整
丸
＜
斗

弁
均
　
瓦
焚

単
　
瓦
平

上総国分寺創建期瓦の瓦窯
跡。また、菊間廃寺の均整
唐草文軒平瓦の供給瓦窯跡
の可能性 も指摘されている。
390

丸瓦 平瓦 上総国分僧寺 と尼寺跡の創
建期の瓦を焼成。166

軒丸瓦 軒平瓦 丸瓦 平
瓦

上総国分僧寺の補修瓦を焼
成。166・ 235
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所在地  立地 標高 水系 時期 当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

市原市根田 9世紀 9世紀姉崎  上総国
市原郡

鹿野山 上総国
周淮郡

木更津市矢
那字名主ケ
谷1000他

跡
＞窯

礁
瓦
＜

地
面

台
斜

紀世
半

８
一則

糸ガ

月
陵
部

丘
裾

鷲大市
谷

津
前

君
字

紀
四

世
４
期

７
第
半

紀
四

世
４
期

７
第
半

沢畑
川

陵
部

丘
裾

久
し跡

大
お
窯

国
郡

総
淮

上
周

千葉市緑区 台地  20 村田 8世紀 8世紀
大金沢町左 裾部    川
′1263-1lL

印西市大森 台地 15～ 利根
24285他  斜面  20 川

紀
四

世
４
期

７
第
半

紀
四

世
４
期

７
第
半

”
６２

地
面

台
斜

矢那 8世紀 8世紀
川  後半  後半

瓦窯跡   3
14)

8世紀
前半

紀
四

”
紀

世
３
期
世
半

８
第
半
９
前

紀
四

”
紀

世
３
期
世
半

８
第
半
９
前

南
軌
群

国
郡

総
辺

上
山

金東

木更津市大
久保字象ケ
谷

千葉市緑区
小 食 土 町
117520他

台地 80～ 村田
斜面  90 川

上総国 星の谷瓦窯跡
夷隅郡

夷隅郡岬町 台地
岩熊    斜面

市川市国分 台地
4丁 目1913 斜面
付近

市川市国分 台地
5丁 目1723 斜面
2他

夷隅 8世紀 8世紀
川  前半  前半

村田
サ||

真間
|||

紀

”
紀

世
葉
世

８
中
８
末

紀

”
紀

世
葉
世

８
中
８
末

間真
川

地
面

台
斜

区
油

緑
町

市
沢

葉
金

千
大
戸

地
面

台
斜

千葉市若葉
区更科町10
2他

鹿島 9世紀 9世紀
川      中葉

金
し跡

大
め
窯

明不。
時

良
安

奈
平
代

葛訪郡 窯赫

下総国 下総
葛訪郡 曇蒜

下総国 大金
千葉郡 黒赫

千葉東 下総国
部   千葉郡

下総国
千葉郡

下総国
印幡郡

下総国
匝瑳郡

下総国
結城郡

香取郡栗源 台地  23 栗山
町岩部コジ 上     川
1'875-45

鬼怒 8世紀 8世紀
川  前半  前半

瓦窯跡

瓦窯跡

6 登窯 14 平窯

瓦窯跡

瓦窯跡

瓦窯跡

須恵器窯  3 土坑

瓦窯跡
(平窯 )

瓦窯跡 2 炭窯跡
(登窯 )

須恵器窯  3
(4)

茨城県結城
市上山川
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瓦窯跡

No l 地図  国郡

61木更津
 董裕暴

101国吉

111船橋

121船橋



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

丸瓦 平瓦 上総国分尼寺跡の補修瓦を
焼成。213

丸瓦 平瓦 (縄叩き) 奥
斗瓦

須恵器窯から瓦陶兼業を経
て、瓦専用窯に転換されて
いる。瓦の供給先不明。102・

322

平瓦 (格子叩き) 上総大寺廃寺跡 と九十九坊
廃寺跡で本瓦窯跡生産瓦が
発見されている。23

三重圏文縁複弁四葉蓮華文
平瓦

九十九坊廃寺創建期瓦を焼
成。23

単弁二十四葉蓮華文軒丸瓦
均整唐草文平瓦 丸瓦

平瓦 焚斗瓦

須
鉄

Ｊ
蓋

寺
炉

堺
香
器

ｒ
　
土

器
瓶
形

土
水
鉢

書
器
形

墨
恵
鉢

「是大」「野井力J「根□」
「福」

上総国分寺創建期瓦 を焼
成。小食士廃寺跡にも供給。
土師器窯19基。438

平瓦 (正格子叩き) 奥斗
瓦

法興寺跡創建期瓦の瓦窯
跡。243

瓦出土の伝承があり、窯跡
と推定されている。消滅。

宝相華文軒丸瓦 平瓦 国分寺の創建期・補修期瓦
の瓦窯跡。
148

瓦

平瓦 須恵器鉄鉢形土器 ヘラ「万」 円面硯 瓦を生産していたかは不明。
366

瓦の供給先不明。
81

無
格

＜
斜

瓦

・

丸
き叩

瓦

瓦
縄
斗

平
＜
売

軒
瓦

文
平
＞

弧
　
き

重
＞
叩

二
段
子

二重圏文縁単弁八葉蓮華文
軒丸瓦 二重弧文軒平瓦
丸瓦 (無段) 平瓦 (正格
子叩き 。斜格子叩き 。平行
叩き 。ナデ 。凸面布目)

焚斗瓦 隅切瓦

文字瓦「道」 (刻印) 瓦窯跡 2基 と瓦窯跡の可能
性がある灰原 1箇所が確認
された。 1号瓦窯は半地下
式有階有段式登窯である。
木下別所廃寺跡創建期瓦の
瓦窯跡。
219

瓦
き

丸
叩

(縄叩き) 平瓦 (縄 瓦当範 (珠文縁単弁八
葉蓮華文軒丸瓦 )

台地端部から瓦当範 と平瓦
2点が採集された。生産遺
跡かは不明。297

発
基

ｏ万
瓦
が
も

地
さ
存
た
寺
片
集
摘

半
見
の
ま
松
塔
採
指

単
複
単
三
素
　
き

縁
縁
縁
　
。
＞
叩

文
文
文
瓦
文
段
子

歯
歯
歯
丸
草
無
格

鋸
鋸
鋸
軒
唐
＜
斜
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跡 名 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

香取郡下総
町滑川1142
他

8世紀 8世紀
前半  前半

瓦窯跡
(登窯 )

瓦窯跡
(登窯 )

印幡郡栄町
竜角寺字五
斗蒔

竜台
サ||

瓦窯跡
(登窯 )

窯跡  印幡郡栄町 台地
竜角寺   斜面

鹿

川

跡 名 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

海土有 上総国 長柄町横穴群徳 長生郡長柄 丘陵  33 -宮
木   長柄郡 層豊絆繁i:喜緩 町 徳 増840 斜面    川

な ぼ     他

7世紀

あな ぼ

穴墓

上総国 駄ノ
武射郡

台地
上

地図  国郡 遺 跡 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

地 図 国郡
ふ遺

下総国
埴生郡

下総国 五
埴生郡

千葉東
部 千葉郡

多古  上総国 坂志
武射郡 造訴

船橋  下総国
葛飾郡

下総滑 下総国 北辺由
川   埴生郡

上総国 EE
武射郡

国
郡

総
取

下
香

根
名

地
面

ム
ロ
劉猜

千葉市若葉 台地
区金親町字 斜面
中原754他

紀
四

世
３
期

７
第
半

紀
四

世
３
期

７
第
半

紀
四

世
３
期

７
第
半

紀
四

世
３
期

７
第
半

地
面

台
斜

中葉

紀

”
紀

世
半
世

７
一剛
９

己世
半

７
後

己世
半

７
後

東
駄

成
字

郡
附

武
板
塚

山
町
ノ

須恵器窯 ５

”
８

1 土坑

墳古画
＝
＝
リ

亥線

山栗
川

”
４８

地ム
ロ
Ｌ上

山
坂
ケ

縦
磐

。尼
地

武
大
岡
１６

山
町
志
谷

谷

己世
半

７
後

国
郡

総
取

下
香

西原佐
部

市川市国分 低地

佐原市関字 台地
峯崎・香取 斜面
郡大栄町堀
籠字峯崎

古墳時 平安時  11
代後期 代
～平安
時代

7世紀
後半

20 大須
賀川

大栄町稲荷 台地
山    上

栄町北辺田 台地
上

”
４０

大須
賀川

小金銅仏出土遺跡

芝山町大台 台地
城台    上

―-234-
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真間
サ||

41集原西
 暮俄早 稲喬画



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

２
１
創
跡

地
基
基
建
所

華
整
　
格
行

重

・
草
瓦
叩
き

三
文
唐
丸
子
叩

二重圏文縁単弁八葉蓮華文
軒丸瓦 二重弧文軒平瓦
丸瓦 (無段) 平瓦 (正格
子叩き 。斜格子叩き 。平行
日「 き)

文字瓦「加刀利」「加刀入」 1号窯は地下式有階有段式
登窯を地下式無階無段登窯
跡に改造 している。 2号窯
は有階有段登窯である。龍
角寺の創建期瓦窯跡である。
1310 132

二重圏文縁単弁八葉蓮華文
軒丸瓦 二重弧文軒平瓦
丸瓦 (無段) 平瓦 (斜格
子叩き 。平行叩き 。正格子
叩き 。ナデ) 面戸瓦 隅
切瓦

文
加
ｒ
加
Ｆ
ｒ
部

地下式有階登窯を地下式無
階無段登窯に改造している。
461

瓦
＞

丸
き

(無段) 平瓦 (縄叩 瓦は焼 き台 として使用され
たものが出土。
505

出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

線刻五重塔 線刻鳥・舟 。人物・重 463
層建物・竪穴住居

線刻仏像 石室西壁に線刻仏像 (如来
坐像)が発見された。
436

出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

観音菩薩立像 トレンチから」ヽ仏像が出±。
胸部 と腹部に渡金が認めら
れる。頭部は髯を結い上げ
て三山冠を頂 く。368

誕生釈迦仏立像 昭和 5年、下総国分寺付近
の水田の中の塚 (富貴塚 )

から誕生釈迦仏立像が発見
された。

金銅製押出一光三尊像 横穴内から金銅製押出仏が
出土。
307

像
れ
個

立
さ

ｏ

薩
集
財

菩
採
化

音
面
文

観
表
定

面
て
指

一
つ
町

十
ま
栄

の
と
大

ｏ

体
ま

ｏ蔵

２
が
た
人

十一面観音菩薩立像 2

菩薩立像 北辺田の大六天神社境内か
ら菩薩立像 (断片)が表面
採集された。栄町町史編さ
ん室保管。

宝冠如来坐像

-235-一

「ヰ [記号ヵ]」 田向城跡の土墳から宝冠如
来坐像が出土。



神道 関係遺跡
地図  国郡 遺 跡 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基把

上総横 上総国
田   望陀郡

袖ケ浦市下 台地
新田1270他 上

東金  上総国
山辺郡

上総国
武射郡

紀世
半

９
一則

己世
半

９
一則

櫃イ

月

紀

”
紀

世
半
世
半

９
後
１０
前

己世
半

８
ユ馴

時
期
世

墳
後
１０

古
代

”
紀

山栗
川

地台
上

山
上
山

芝
字
ノ

郡
里
上

武
大

。

山
町
楽

紀

”
紀

世
半
世
葉

８
後
９
中

紀
四

世
３
期

８
第
半

紀
四

世
３
期

８
第
半

崎高
川

”
３４

地台
上

国
郡

総
幡

下
印

地台
上

区
６６

嚇
山

千
小
他

94 本寸田
|||

26 真間
り||

[曇醜ま発 皇
地 46れ

 術田
 i讐霜

後半

増
羅譜學莞 皇

地 48ぉ
 術

田
 i暑鴛 

串墓
糸己 26

前半

鍛冶遺構  1

上総国 入
武射郡

上総国
武射郡

下総国
葛訪郡

下総国
千葉郡

習志野 下総国
印幡郡

小林  下総国
印幡郡

酒々井 下総国
印幡郡

市川市須和
田 2丁 目
418他

1遺 鎌ケ谷市中 台地
沢1027他  上

千葉市緑区 台地
大金沢町  上

佐倉市城字
次郎丸

八千代市萱 台地
田字権現後 上

真間
ナ||

八千代市神 台地  25 印幡
野 字 境 堀 上    沼
1069他

印幡郡印幡 台地
村     上

25  `口 嘱野

30 村田
り||

9世紀  44
前半

20 新川 9世紀 9世紀
初 頭 前 半
～ 9世 ～中葉
紀中葉

9世紀  21
中葉

12    5

66   23

91±糸己   50   30
前半

評鼎稽早暑 皇地  36 扁崎 8世紀 9世紀  9  2
末～ 9 前半

松7401他          世紀中
葉

酒々井 下総国
印幡郡

一-236-―



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

「吝」「万 >」 「井/井」
「十」「万J「東」

人面墨書土器 帯金具 259
(銘尾)

青銅製男神立像

丸瓦 「山」「□(頁力)□」
(井千ヵ)」

鈴
器
ね

鐘
陶
捏

□ 唐花文鏡 緑釉
(段皿・碗) 手

3号竪穴住居跡から鐘鈴が
炭化材が詰められた逆位の
状態で出土 した。287

丸瓦 (無段 ) 「神」「大□ (得力)」「山」 墨書土器「神」
蓮華鉢

鉄製 6号竪穴住居跡から墨書土
器「神Jが出±。また、25
号竪穴住居跡から鉄製蓮華
鉢が出±。289

川
Ⅲ
杉
因

ｒ
ｒ
ｒ
亦

墨書土器「□□ (神奉
力)」 灯明皿 帯金具
(巡方・銘尾)

44号竪穴住居跡から墨書土
器「神奉ヵ」が出±。
333

複弁十六葉蓮華文軒丸瓦 墨書土器「神」

□
□
下
カ

＞
中
□
麻

力
子
ｒ
＜

榊
∬
刷
旧

珈
叶
い
川

囲

神
吉
本
大
Ｊ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
呂

墨書土器「神主」 転 10号竪穴住居跡から墨書土
用硯 帯金具     器「神主」が出土。

312

「夕日」「上□」
「万/万」 ヘラ
「乙」「王」「下」

線刻石製紡錘車「□神 207
申如林為南無界秋」

書
Ｊ

朱
防

「井J「ネ申奉J 墨書土器「神奉J 竪穴住居跡か ら墨書土器
「神奉」が出±。
429

407・ 464

榊姜稔棚
Ｈ悧利・巡方

鵡師脚鰤
人丈土具

階
利
陥

南
匡
器
Ｔ

墨書土器「神J

「大神」「□元□ (家 力)」 墨書土器「大神」
「厨」「家」「五十」「万J

「□ (智 力)」 「酒」「工」
「羽元家」「秋山」「丈智」
「曹司J「須」「十」「本」
「子」「又J「千」「得」「只」
「伸伸伸伸伸伸伸□日□
□□山伸鳥鳥鳥般般伸□

(イ申力)」 「□ (主 ヵ)J

286

「神/神/神/神/神」 墨 書 土 器「神/神/ 1号 竪穴住居跡から墨書土
「奈野」「工J      神/神/神」     器「神/神/神/神/神」

が出±。
506
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国郡 遺 跡 名 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

8世紀 9世紀  34 12
中葉～ 前半
10世紀
前半

下総国
匝瑳郡

下総国 別
相馬郡

香取郡干潟 台地
町清和甲  上

佐原市神田 台地
台ホ374他  上

佐原市丁子 台地
字天ノ宮  上

香取郡大栄 台地
町南敷字庚 上
塚

東庄町小座 台地
ふちき  上

市原市月崎
字寺ノ台・
百目木

小南

大須 7世紀 9世紀
賀川 ～ 9世 初頭

紀初頭

30 大須
賀川

91生糸己   92
中葉

9世紀
前半

国
郡

・
時

良
安

奈
平
代

地台
上

本
６６脚「

市
４
他

国
郡

総
原

上
市

紀
８
第
半

世

”
紀
四

７
末
世
３
期

台地
上

。
時

良
安

奈
平
代

田村
川

地台
上

刈
２０

草
１８

市
谷

原
大

市
字
他

。
時

良
安

奈
平
代

田村
川

地台
上

・
時

良
安

奈
平
代

老養
川

一局微
地

・
時

良
安

奈
平
代

老養
川

。
時

良
安

奈
平
代

老養
川

高微
地

微
地

上
６８

村
ｎ

市
口

原
後

市
字
他

地台
上

一邑
３３聯姉

市
字
他

姜跡い遺

台地  90
上

市原市西野
字南口192
1他

佐原西 下総国
部   香取郡

佐原東 下総国 吉房
香取郡

下総国
海上郡

瓦 出 土 遺 跡
地 図 国郡

海士有 上総国 土
木   市原郡

海士有 上総国
木   市原郡

上総国
市原郡

上遺

上総国
市原郡

蘇我 上総国
市原郡

姉崎  上総国
海上郡

姉崎  上総国
海上郡

大多喜 上総国
海上郡

寺ノ台遺

姉崎  上総国
海上郡

我孫子市中 台地
里字別当地 上

手賀     8世 紀
沼      後半

所在地  立地 標高 水系 時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

市原市土宇 台地
字大城台  上

奈良・
平安時
代

1溝

市原市磯ケ
谷字門脇

70～ 養老
72 サ||

1 方形周溝
状遺構

7 養老 奈良・
川  平安時

代

市原市菊間
111ヒ 里予2086
1他

養老 古墳時
川  代後期

～平安
時代

20   21

市原市神代
字一本榎他

西野遺

―-238-―
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

「神主」「国J「王/道力」
「吉」

墨書土器「神主J 081竪穴住居跡か ら墨書土
器「神主」「国」が出土。
445

「神山J 墨書土器「神山J 帯 507
金具 (丸輌 )

占壬
相 叶 」附 割 隔 蹄 端 陥 桐 帥 割

組」帥田蜘剛
００
器
１９

墨書土器「神□」 銅 329
碗

香
之
臣
月
真
仲
Ｊ

Ｆ
女
中
四
Ｆ
原
部

「福ヵJ「ネ申奉J 墨書土器「神奉J 295

「石神J「大倉□家力」 墨書土器「石神J

出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物

瓦 二日市場廃寺に近接する。
198

瓦 線刻「吉」「吉・□/□丈」 市原郡家推定地。郡本廃寺。
400

丸瓦 平瓦 (ナ デ) 「海里長」 方形周溝状遺構の溝覆土中
から瓦が出土。同一遺構中
からは墨書土器「□里長J

の破片も出土。

丸瓦 平瓦 (縄叩き。格子
叩き)

上総国分寺 と同一の瓦が少
数出土。
486

川焼台瓦窯跡の台地上に位
置する集落遺跡。
198

丸瓦 平瓦 (縄叩き) 第44号竪穴住居跡のカマ ド
構築財 として瓦が出±。
198

平瓦 (格子叩き) 今富廃寺出土瓦 と近似する
瓦が出土。
343

瓦 国史見在社に比定される神
代神社周辺の遺跡。
303

蓮華文軒丸瓦 永昌寺遺跡。
198

丸瓦 平瓦 (縄叩き 格子
叩き)

―-239-

ヘラ「十」「□大」 海上郡家関連遺跡。
489

概

要概

鬼瓦



Nll 地 図 国郡

11 鶴舞 上総国
海上郡 一

跡

121姉崎 上総国
畦蒜郡

上総国
望陀郡

所在地

市原市久保

袖ケ浦市川
原井字榎沢

袖ケ浦市川 台地
原井字入込 上
谷

台地
上

台地
上

低地

捌
一鋤
上
　
一鋤
上

標 高 水 系

60 養老
ナ||

80 小櫃
り||

80 小櫃
り||

嘲

一
奈良．
螂

代

一
奈良．
螂

代

一
螂

代
　
一

奈良．
螂

代

一
奈良．
螂

代

一
奈良．

螂
代

一
奈良．
螂

代

一
奈良．
動

代

一
奈良．

螂
代

一
樹
倒

”平安
嗽

当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

79 118 円形周溝  9 古墳

上総横
田

上総国
畦蒜郡

14 {ftil6 上総国
畦蒜郡

袖ケ浦市川
原井字仲ノ
台

上総国
畦蒜郡

木更津市真
里谷字末崎

161木更津 木更津市菅
生 字 長 町
659他

171上総横 新開遣 木更津市伊
豆島新開田

上総国
望陀郡

181上総横 ヒキリダイ 袖ケ浦市下
宮田字 ヒキ
リダイ

田

191奈良輪 袖ケ浦市神
納字妻ケ崎

201鹿野山

2091也

211茂原 上総国
長柄郡

富士 茂原市東郷
字富士見

221成東 上総国
山辺郡

東金市家之
子字東大宮
台10171他

231東金 上総国
山辺郡

千葉市緑区
土気町田向

80 小櫃
り||

30 小櫃
り||

上総横
田

台地  80
上

地

　

　

一
地

台
上

　

一
ム
ロ
上

蜘螂　一蜘卿　一蜘脚
微高
地

君津市常代
字 五 反 歩

錦
地
一鋤
上
　
一鋤
上

90 鹿島 奈良・
川  平安時

代

10 4ヽ糸
り||

10 -宮
り||

50 作田
ナ||

奈良 。

平安時
代

真亀 古墳時
川  代後期

～平安
時代

作田 古墳時
川  代後期

～平安
時代

3 方形周溝
状遺構

上総国
山辺郡

東金市鉢ケ
谷1077他

”
７８

地台
上

”
５０

地ム
ロ
Ｌ上

上総国 小
山辺郡

261東金 上総国
山辺郡

井戸ケ

山武郡大網 台地 78～ 真亀 奈良・
白里町小西 上   80 川  平安時
字 平 台904        代
他

平台遺

山武郡大網
白里町小西
字宮山

山武郡大綱
白里町小西
字 升 形837
他

南白
亀川

真亀
,||

44   48

東金市油井
字長者屋敷
538他

蜘岬　一蜘岬
”
８３

地

　

　

一
地

台
上

　

一
ム
ロ
上

奈良 。

平安時
代

7世紀
後半～
91堕糸己
後半以
降

281東金

―-240-―

97   25  リキテゴ



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

平瓦 (縄叩き)

丸瓦、平瓦 (縄叩き、平行
叩き、ヘラ)

「丈J 帯金具 (巡方) 竪穴住居跡覆土中などから
若干の瓦が出±。

丸瓦 平瓦 (格子叩き、縄
叩き)

上総大寺廃寺の小櫃川対岸
の集落 。水田遺跡。
512

平瓦

重弧文軒平瓦、平瓦 (格子
ロロき)

平瓦 (格子叩き) 上総大寺廃寺出土瓦 と近似
する瓦が出±。
198

二重弧文軒平瓦、平瓦 (格
子叩き)

線刻「井J「 ×」 九十九坊廃寺出土瓦 と同一
の瓦が大溝から出土。
510

平瓦 (格子叩き) 竪穴住居跡の覆土中から若
千の瓦が出土。

平瓦 (縄叩き)

丸瓦 帯金具 (巡方) 大網山田台No10遺跡。カマ
ドの支脚に転用された丸瓦
が出土。
332

平瓦 (格子叩き) 「山万□ (所 ヵ)」 土坑と溝などから瓦が出土。
365

大綱山田遺跡群第11地点

瓦
＞

丸
き

(無段) 平瓦 (縄叩
焚斗瓦 (格子叩き)

―-241-―

帯金具 (丸輌 )

陶隣則
同阿曇

団̈
ヘラｒ

万
Ｊ
Ｊ

ｒ
本
上

大網山田台No 8遺跡。カマ
ドの支脚に転用された丸瓦
などが出土。
416

303

303



遺 跡 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

八街  上総国
武射郡

上総国
山辺郡

上総国 八
武射郡

上総国 井之上A遺跡
武射郡

上総国
武射郡

上総国 湯
武射郡

安房古 安房国
川   朝夷郡

船橋  下総国
葛飾郡

敷遺跡

|| 河川

流山  下総国 平
葛飾郡

下総国
葛飾郡

東金市松之 台地
郷海老ケ谷 上
2081他

山武郡山武
町下布田

山武郡山武 台地
町矢部字日 上
向4971他

山武郡山武 台地
町戸田字妙 上
見崎台558
1他

50 真亀 古墳時
川  代後期

～平安
時代

44 作田 古墳時
川  代後期

～平安
時代

代後期
～平安
時代

51 作田 9世紀
川  中葉～

後半

40 作田 奈良・
川  平安時

代

50 作田 古墳時
川  代後期

～平安
時代

作田 古墳時
川  代後期

～平安
時代

7   17

方形周溝  1
状遺構

3溝 11

。
時

良
安

奈
平
代

田作
川

地台
上

東
八

成
字

郡
崎

武
寺
台

山
町
坂

・
時

良
安

奈
平
代

田作
川

地ム
ロ
Ｌ上

疎
擁
弛

郡
戸
４０

武
嶋
月

山
町
の

成東  上総国
武射郡

。
時

良
安

奈
平
代

田作
川

地台
上

布
山

上
堂

市

・

金
後

東
田
他

”
５０

国
郡

総
射

上
武

丸山
ナ||

地台
上

山
永

丸
字

郡
堂

一房
石
台

安
町
野

。
時

良
安

奈
平
代

一月江
川

。
時

良
安

奈
平
代

一戸江
川

。
時

良
安

奈
平
代

一月江
川

地ム
ロ
Ｌ上

。
時

良
安

奈
平
代

間真
川

46 作田 古墳時

地ム
ロ
Ｌ上

地ム
ロ
Ｌ上

東
比

誠
嚇
地

武
寺
台

山
町
良

・
時

良
安

奈
平
代

田作
川

地台
上

台地
上

山武郡山武
町塩谷1271
他

台地
上

成東  上総国
武射郡

上総国
武射郡

山武郡山武
町矢部字松
葉台11481
他

上総国
武射郡

和田遺跡 山武郡成東
町和田

山武郡成東 台地  50 作田 古墳時
町湯坂   上     川  代

成東  上総国
武射郡

国
郡

総
隅

上
夷

士
ロ

国 夷隅郡岬町 微高   5 夷隅
椎木字中宿 地     川
1862他

東京都江戸 河川
川区小岩地
先

流山市平和 台地
台 4丁 目 上
1593他

流山市加字
町畑776他

市川市国府 台地
台 1丁目2 上
47他

下総国
葛飾郡

-242-
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出 土 瓦    仏 教 遺 物    墨 書 土 器    特 殊 遺 物    概   要

平瓦 (平行叩き、縄叩き) 「大成」「継家J「成」 竪穴住居跡から平瓦片が出
土。

「□□」 竪穴住居跡から平瓦片が出
± 。

342

武射郡家推定地。
383

平瓦 (格子叩き) 羽口 鉄滓

真行寺廃寺に近接する集落
遺跡。東□詢ｍｍ

Ⅲ田痢

ｒｌ

ｒ
ｌ

カ

瓦

丸瓦 平瓦

平瓦

平瓦 (格子叩き)

7世紀末・ 8世紀初頭～ 9

世紀前半の大型掘立柱建物
跡が発見された。
402

瓦 竪穴住居跡のカマ ド内から
瓦が出土した。

宝相華文軒平瓦
平瓦 (縄叩き)

丸瓦 平瓦 (縄叩き) 流山廃寺跡 と隣接する瓦出
土地。
375

「田J「玉J「工J「大J「生J

「井/井道」「若」「賀由
1ヒ」

瓦

―-243-―

和同開弥 帯金具

か 。

「衣」 下総国府推定地。
市営総合運動場 内遺跡 ほ

302

359

163

瓦



国郡

下総国
葛飾郡

下総国 柏 井
葛飾郡

市川市国府
台 1丁 目2

26他

23 真間
り||

所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

船橋

船橋

千葉東
部

台地
上

奈良 。

平安時
代

市川市柏井
歩橋

・
時

良
安

奈
平
代

間真
川

。
時

良
安

奈
平
代

・
時

良
安

奈
平
代

輪
前

三
宮

市
字

山
山

流
野

・
時

良
安

奈
平
代

都地台
上

・
時

良
安

奈
平
代

都

。
時

良
安

奈
平
代

島鹿
川

台地
上

下総国
葛飾郡

流 山 下総国 高野
葛飾郡

宝珠花 下総国
葛飾郡

流山  下総国
葛飾郡

千葉東 下総国
部   千葉郡

柏市逆井字
林台799他

大津 奈良・
川  平安時

代

江戸 平安時
川  代

20 江戸
サ||

20 都川 平安時
代

22 都川 古墳時
代～平
安時代

村田 平安時
川  代

地ム
ロ
Ｌ上

柏市根戸高 台地
野台430  上

15 大堀
り||

埼玉県北葛
飾郡庄和町
西 宝 珠 花
4411他

1溝

井戸

167 14 井戸

台地
上

千葉市中央
区作草部

千葉市中央
区千葉寺町
7171他

台地
上

下総国
千葉郡

台地
上

千葉東 下総国
部   千葉郡

蘇我  下総国
千葉郡

下総国
千葉郡

千葉東 下総国
部   千葉郡

多部田

千葉市中央
区千葉寺町
554他

千葉市緑区
大 金 沢 町
138他

鍛冶遺構

台地  49
上

千葉市若葉
区平山町新
山

40 都川 平安時
代

台地
上

千葉市若葉
区多部田

台地  30
上

。
時

良
安

奈
平
代

都

蘇我  下総国
千葉郡

千葉市若葉
区平山町

台地  40
上

都川 8世紀 8世紀
前半  前半

地台
上

葉

。
井

若
町
亀

市
泉

・

葉
上
回

千
区
出
谷

地台
上

葉
中

若
町

市
親

葉
金

千
区
原

30 鹿島 奈良 。

蘇我 下総国
千葉郡

酒々井 下総国
印幡郡

千葉市若葉 台地
区谷津   上

千葉市若葉 台地
区東山科町 上

下総国
千葉郡

地ムロ
Ｌ上

々
倉

酒
佐
堀

郡
本
大

幡
町
南

印
井
字

千葉東 下総国
部   千葉郡

千葉東 下総国
部   千葉郡

蘇我

台遺

40 鹿島 奈良 。

川  平安時

平安時
代

40 都川 奈良・
平安時
代

-244-



出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要概

455

198

均整唐草文軒平瓦 「吉」「生」 第 2号竪穴住居跡の覆土中
から唐草文軒平瓦が出土。
209

唐草文軒平瓦

奥斗瓦 (縄叩き) 「今」線刻「×」「*」 竪穴住居跡のカマ ド中から
焚斗瓦が 1点出±。198

「山」「千」「井」「大」「土」 玉
具離』和

醐刑加

同
状
巡

和
ｒ
＜

千葉寺の旧地伝承が残 され
ている。
443

平瓦 (格子叩き 。縄叩き)

平瓦 (縄叩き)

三重弧文軒平瓦 丸瓦 平
瓦 (斜格子叩き 。縄叩き)

本貝塚第 1地点から瓦がま
とまって出土 したが、関連
遺構は不明。194

平瓦 金光院の旧地伝承が残 され
ている。
302

平瓦 谷津台遺跡。東光院の旧地
伝承が残されている。
198

□
千

弁
唐

単
冬

縁
忍

素 (中 ヵ)」 「人」八葉蓮華文軒丸瓦
草文軒平瓦 平瓦

-245-

長熊廃寺に隣接する集落遺
跡。

瓦



遺 跡 所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

岩部

八日市 下総国
場市  匝瑳郡

岩部  下総国
匝瑳郡

岩部 下総国
匝瑳郡

岩部 下総国
匝瑳郡

下総国
匝瑳郡

ノ内遺 香取郡栗源
町岩部5025
他

台地  36 栗山
上     川

平安時
代

八日市場市
大寺字丸山
331他

新川 平安時
代

40 栗山
ナ||

30 栗山
サ||

45 栗山
ナ||

20 金山 奈良・
落  平安時

代

手賀 奈良・
沼  平安時

代

18 大堀 古墳時
川  代～平

安時代

20 利根 古墳時
川  代後期

～平安
時代

地
坑

式
土

段
式

有
下

・
時

良
安

奈
平
代

源
大
他

栗
字

・１

郡
部
００

取
岩
１８

香
町
関

。
時

良
安

奈
平
代

・
時

良
安

奈
平
代

地ムロ
Ｌ上

潟
長

・１

干
字
３‐

郡
木
３７

取
鏑
台

香
町
津
他

・
時

良
安

奈
平
代

山栗
川

地ム
ロ
Ｌ上

。
時

良
安

奈
平
代

賀手
沼

・
時

良
安

奈
平
代

怒鬼
川

地台
上

台地
上

横穴墓

津台 2

台地
上

香取郡千潟 台地
町鏑木字離 斜面
JJ32771L

八日市場市
大寺字広ノ
台835地先

香取郡栗源
町荒北字根
崎630他

八日市場市
大寺字出羽
1918地先

東葛飾郡沼
南町藤ケ谷
字 馬 場810
他

我孫子市日
秀字四間戸
311他

・
時

良
安

奈
平
代

山栗
川

地台
上

潟
湯
他

干
字
６０

郡
木
３３

取
鏑
谷

香
町
之

岩部  下総国
匝瑳郡

。
時

良
安

奈
平
代

山栗
川

地台
上

京
空

東
際

新
国
港

・
時

良
安

奈
平
代

山栗
川

地台
上

国
郡

総
瑳

下
匝

市日八
場

台地
上

・
時

良
安

奈
平
代

賀手
沼

地台
上

日
前

赫
拍

砲

我
秀
１２

下総国
匝瑳郡

下総国
匝瑳郡

32   21

相馬

国
郡

取手 下総国
相馬郡

取手 下総国 日
相馬郡

西遺跡 我孫子市日 台地
秀字西70他 上

柏市根戸字 台地
根切・我孫 上
子市根戸字
根切

取手 下総国
相馬郡

東葛飾郡沼
南 町 高 畑
750他

基
跡
壇建物  6 溝

流山  下総国
相馬郡

地台
上

古
守

鰤
押

地

我
戸
５２

・
時

良
安

奈
平
代

賀手
沼

台地
上

取手  下総国
相馬郡

下総国
相馬郡

下総国 郷 ノ

台地  20
上

茨城県岩井
市鴻野山猿嶋郡
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出 土 瓦    仏 教 遺 物    墨 書 土 器    特 殊 遺 物    概   要

平瓦 竪穴住居跡S11の カマ ド支
脚材 として完形平瓦が二次
利用されていた。370

平瓦

瓦

鉄滓 地形的に瓦窯跡の可能性が
指摘されている。
198

瓦 瓦は表面採集資料。
454

平瓦 (縄叩き)

「小□」「磨」「天」「竹ヵ
生」「日」「大竹」「成」「祥」
「石」「夏」

軒丸瓦 瓦は表面採集資料。
204

「大」「仲□J

瓦 455

「□ (七 ヵ)」 「大」「太」           日秀遺跡。
223

珠文軒丸瓦 丸瓦 (有段 )

平瓦 (調整・縄叩き)

和同開称 帯金具   相馬郡家正倉跡。
218

高野台遺跡 と隣接する瓦出
土地。
441・ 452

瓦

平瓦 (縄叩き)

唐草文軒平瓦
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地図  国郡

佐原東 下総国
部   海上郡

佐原東 下総国
部   海上郡

下総滑 下総国
川   香取郡

佐原西 下総国 天
部   香取郡

佐原西 下総国
部   香取郡

安 時平
代

部黒
川

地台
上

見
字

小
幡

郡
虫
堆

取
町
水

香
川
清

所在地  立地 標高 水系  時期  当該時期 竪穴 掘立  遺構1 基数1 遺構2 基数2

香取郡小見 台地  41 黒部 平安時
川町内野字 上     川  代
石仏

香取郡下総 台地  10 利根 奈良・
町 猿 山791 上     川  平安時
他             代

香取郡下総 台地
町名木字向 上
口1752-61L

39 浄向 古墳時
川  代後期

～平安
時代

紀

”
紀

世
ば
世

８

半

１０

羽
川

尾
根

”
３７

地台
上

総
岩

・２
晰護御

香
町
谷
他

下総国
埴生郡

う
鸞寺■ l二 印幡郡栄町 台地  30 +日  古墳時

ウンNo 6遺跡 字前原   斜面    川  代

下総国 上
埴生郡 絶

成田市上福 台地  30 +日  奈良・
田字和田谷 上     川  平安時
津981他           代

下総国
埴生郡

訴 山 Ⅱ (LOC 成田市加良 台地  36 根木 奈良 。

7)遺跡    部 3丁 目  上     名川
 x安

時

下総国
埴生郡

印幡郡栄町 台地  40 竜台 古墳時
竜角寺字東 上     川  代後期
665他            ～平安

時代
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出  土  瓦 仏 教 遺 物 墨 書 土 器 特 殊 遺 物 要

地定推家郡上
５

海
３９

平瓦

「山□J

「女丸」「中」「會善」「隆」
「子郷」「弥」「財万」

竪穴住居跡S19か ら丸瓦の
小片が出土。
419

横穴群。
515

丸瓦 (有段) 平瓦 (格子
口「 き。

1亀口「 き)

線刻「×」 カマ ド材 として出土。
198

F果」「真宜」「宜」「乙」
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遺 跡 分 布 地 図

1.下館 (小山、諸川、下妻)

凡例

国分寺

22.

23.

24.

25。

26.

27.

28.

29。

30。

31.

32.

14.新東京国際空港  33.
15.岩部

16。 小南

17.船橋

18.習 志野

19.佐倉

20.酒々井

21.多古

2.石下

3.宝珠花

4.流山

5。 取手

6.龍 ヶ崎

7.下総滑川

8.佐原西部

9。 佐原東部

10。 松戸

11.白 井

12.小林

13。 成田

八日市場

千葉西部

千葉東部

八街

成東

蘇我

東金

奈良輪

姉崎

海士有木

茂原

木更津

上総横田

鶴舞

富津

鹿野山

久留里

大多喜

国吉

安房古川

千倉

34.

35。

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

＊

辛

★

▲

ｏ

・

・

寺院跡・瓦塔出土遺跡

仏教関連遺物単独出土遺跡

瓦窯跡

瓦単独出土遺跡

奈良 。平安時代主要集落遺跡

奈良 。平安時代墳墓単独出土遺跡
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